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研究成果の概要（和文）：　本研究では，「評価」を機軸に据え，医薬，教育，品質管理，情報などの研究者が
互いに協力する形で，現在の多種多様なデータの統計的解析法の理論と応用につき，研究を遂行した．研究成果
は，研究期間中に実施した国際シンポジウムおよび研究集会で公表した．また，著書の刊行および国内外の学術
雑誌での公表ならびに各種研究集会にて発表した．
　主たる研究成果として，統計分析結果の評価に不可欠の統計的因果推論に関する理論的な成果を著書および論
文として公表した．また，統計リテラシーを育む統計教育の今日的ありかたに関して考察し，シンポジウムや研
究集会などの様々な機会を捉え，研究者および現場の教育者間での議論を行った．

研究成果の概要（英文）： In our research group, we set up "evaluation" as its core and carry out 
research on the theory and application of statistical analysis methods of various kinds in 
cooperating with researchers of various research fields such as medicine, education, quality 
control, information and so on. The results obtained were published at international symposiums and 
research meetings conducted during the research period. Also we published several books and many 
articles in international and domestic academic journals.
  As our main research result, we published theoretical results on statistical causal inference 
which is indispensable for the evaluation of statistical analysis results as a book and many 
articles as well. In addition, we examined the current state of statistical education in order to 
enhance statistical literacy of people, and discussed the issues among researchers and school 
teachers in various opportunities such as symposiums and research meetings.

研究分野： 統計的データ解析

キーワード： 統計的因果推論　ビッグデータ　教育の質保証　欠測データ　多種多様なデータ　医療統計　計算機統
計

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究開始の 2013 年は，「ビッグデータ」
の語が人口に膾炙し始め，統計学への期待が
高まりを見せ，統計学ブームといわれた年で
あった．「データ」としては，これまでの数
値に加え，テキストや区間など，多種多様な
ものが分析の対象となりつつあった．それと
同時並行的に，統計的データ解析の基礎とも
いえる因果関係の確立のための方法論も研
究の進展を見せていた． 
 新しいデータ分析の時代を切り拓く意味
でも，新しい方法論の進展と同時に伝統的と
もいえる統計学の知見の融合が重要な意味
を持つことが認識された． 
 
２．研究の目的 
 「評価」をキーワードに，本研究が当初掲
げた目的は以下のようであった． 
(1) 各応用分野での評価：特に，臨床評価，
教育評価，学校評価，政策評価を中心に据え
る． 
(2) 因果推論的評価：近年，統計的因果推論
の研究が急速に発展しつつあることから，そ
の精緻な理論的枠組みの活用如何を検証す
る． 
(3) 多種多様なデータに基づく評価：定型的
な構造化されたデータのみならず，ビッグデ
ータの名が冠せられる多種多様なデータに
基づく評価法の研究開発． 
 
３．研究の方法 
 本研究組織のメンバーはそれぞれが実績
のある研究者であり，基本的に各自の研究テ
ーマをさらに進めるとした．その上で，統計
関連学会と評価関連学会間の交流のため合
同シンポジウムなどを開催することを計画
した．また，評価の先進国の研究者との情報
交換のため，日本の研究者の海外学会への派
遣および海外の研究者の招聘を積極的に進
めることも目論んだ．さらには，これまでに
も増して社会人相手のセミナーや講習会を
行なうことも掲げた． 
 研究 1 年目は研究課題洗い出しの年と位
置付け，主として課題発見のためのシンポジ
ウムなどを実施し，2 年目以降に実質的な研
究の推進及び社会への還元を行なうとし，
「統計検定」ならびに「大学間連携」とのタ
イアップによる研究集会なども企画してい
く予定を立てた． 
 
４．研究成果 
 本研究グループでは，第 2 節に挙げた各研
究テーマの研究の遂行を．概ね次の分担にて
実施した： 
(1) 各応用分野での評価：岩崎，阿部，橋本 
(2) 因果推論的評価：岩崎，黒木 
(3) 多種多様なデータに基づく評価：岩崎，

水田 
 
 それぞれのグループの研究成果は，2 冊の

著書および多数の学術論文として刊行した
（第 5 節を参照）．また，研究討論および研
究成果の社会への還元のため，以下の研究集
会を主催あるいは共催した． 
 
H25 
(25-1) 石垣統計国際会議（石垣市：H25.11.8 – 

11.10） 
(25-2) 理数系教員授業力向上研修会（岡山理

科大学：H26.2.23 – 2.24） 
(25-3) 大学間連携・統計教育方法論合同ワー

クショップ（統計数理研究所：H26.3.14 – 
3.15） 

 
H26 
(26-1) 京都統計国際会議（京都国際会館：

H26.11.17 – 11.18） 
 
H27 
(27-1) 発見的情報表現研究集会（北海道大

学：H27.12.7） 
(27-2) International Workshop on Causal 

Inference（統計数理研究穂：H28.1.6 – 1/7） 
(27-3) 統計教育の方法論ワークショップ（東

北大学：H28.3.4 – 3.5） 
 
H28 
(28-1) 学校の評価に関わる国際セミナー（国

立教育政策研究所：H28.11.21 – 11.22） 
(28-2) 臨床試験における欠測データの対処

法セミナー（慶應義塾大学：H28.11.29） 
(28-3) 因果推論の基礎研究集会（統計数理研

究所：H29.2.16 – 2.17） 
(28-4) 統計教育の方法論ワークショップ（政

策研究大学院大学：H29.3.4 – 3.5） 
 
 これらの研究集会は，研究代表者の岩崎お
よび各研究分担者がオーガナイズしたもの
で，各研究集会では，諸外国の研究者も招聘
し，国際的な研究交流を実現した．特に 
(26-1) の京都国際統計会議では，本研究機関
における最大の国際研究集会であり，中国，
米国，イタリアなどの諸外国から多くの参加
者を得て，実りのある研究討論ができた． 
 また，教育評価に関連して，統計教育の方
法論ワークショップも共催した．さらに，表
面には表れていないが，統計教育の大学間連
携および統計検定に関しても側面からの援
助を行った． 
 国際会議などでの研究発表および研究討
論と国際交流のため，研究代表者の岩崎は，
下記の国々に海外出張した．岩崎は，平成 27
年 6 月から日本統計学会の会長に就任したた
め（任期 2 年間），本研究の遂行の傍ら，学
会長としての任務のため，積極的に海外での
研究集会に参加し，各国の統計学会の会長な
どとの交流を行った． 
 
H26 
(26-1) Joint Statistical Meetings (Boston, USA:  



August 4, 2014) 
(26-2) The 27th International Biometric 

Conference (Florence, Italy: July 7 – July 
11, 2014) 

 
H27 
(27-1) International Society of Clinical 

Bio-statistics (Utrecht, Netherland: August 
23 – August 27, 2015) 

(27-2) Information gathering and scientific 
discussion at Princeton University 
(Princeton, USA: February 21 – February 
28) 

 
H28 
(28-1) UK-Causal Inference Meetings (London, 

UK: April 13 – April 15, 2016) 
(28-2) Institute of Mathematical Statistics – 

Asia-Pacific Rim Meetings (Hong Kong: June 
27 – June 30, 2016) 

(28-3) Joint Statistical Meetings (Chicago, 
USA: July 31 – August 4, 2016) 

(28-4) Korean Statistical Society Meeting 
(Daejeon, Korea: November 4 – November 
5, 2016) 

(28-5) International Chinese Statistical 
Association Conference (Shanghai, China: 
December 19 – December 22) 

(28-6) Information gathering and scientific 
discussion at UC Berkeley and UC San 
Diego, USA: February 19 – February 24) 

(28-7) Information gathering and scientific 
discussion at Melbourne University 
(Melbourne, Australia: March 11 – March 
15) 

 
上記に挙げた中の研究集会での発表論文題
目などは次の第 5 節に掲げた． 
 また，(27-2)，(28-6)，(28-7) では，それぞ
れの大学における統計学およびデータサイ
エンスの教育に関する情報収集を行うと共
に，現地の研究者との討論を行った．これら
は，本研究をさらに発展させるためにきわめ
て有用なものであった． 
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